
 

 

 

 

 

 

 

 

               

 
発行者：坂本連合町内会  

２０２０年  １１月号 

月号 

 

  

**同好会等の活動紹介とメンバー募集などにもこの欄をご利用下さい。（無料です） 商業広告の記載も承ります  

5㎝*20㎝ 1000円 （求人広告は無料です） 

ご意見・広告・寄稿は（ｆａｘ）８２７－８０８６（メール）csc_taka@yahoo.co.jp  

お問合せ８２３－４１８１   編集責任者 斉藤隆親（連合町内会総務担当）  

建築塗装のご用命は 

    木木木   田田田   塗塗塗   装装装   （（（坂坂坂本本本町町町 333---111666）））   

地元坂本で長い実績があります。親切丁寧をモットーにしております。 

お見積もりは勿論無料で行っております。是非一度お気軽にお電話下さい。 

 代表 木田 清代治 Tel 090-4677-1058/046-824-3924 

 「暮らしの伝言板（坂本の掲示板）」 

「ラジオ体操の仲間たち」の皆様へ 

ラジオ体操時間変更のお知らせ 

三蜜を避けながら元気にラジオ体操を、行っています。12月 2日（水）より 3月３１

日（水）まで、７時からに変更になります。少し遅くなりますのでこの機会に是非参

加してください。 

                   ラジオ体操実行委員会 
 

  *横須賀市よりお知らせ 「風水害時の自主避難所について」 
  *風水害が予想される場合の一時的避難所としてコミセンや体育館などを指定して防災情報としてお知らせ 

   *1日か 2日を過ごすのに必要な物を持参する（季節や健康状態を考慮して） 

   *入場後のながれ 

      1.手指の消毒 受付にて実施 

      2.検温  37.5℃以上以下で部屋の振り分け 

      3.避難者カードの記入 

      4.避難スペースへ  どこの部屋へ入るかはスタッフがそれぞれの状況により決定します 

              横須賀市ではコロナ対策として個別テントの設置を準備しています 

      5.帰宅される時はスタッフへ知らせる 

 坂本連合町内会 令和 2年度 

「震災時避難所運営訓練」について 
 コロナウィルス禍での防災訓練等は実施条件が厳しく制限されていますので 

 今年度の「避難所運営訓練」は各町の運営委員のみ参加して実施する方向で 

 内容・日時等を検討中です。 

 *後期の活動についても、感染状況を注視しながらも、中止一辺倒の思考停止 

によらず積極的な活動も視野にいれ検討してまいります。 

 11月 14日（土） 15日（日） 

 大六天神社 七五三のお祝い 
      午前 9時～午後 3時 

 この日以外でも出来ますのでご相談下さい 

 お申し込みお問い合わせ 

      電話 046-825-7022 

LINE ID：d a i r o k u t e n - j i n j y a 

*** 講演会の紹介 *** 
*横須賀市からお知らせ  

mailto:csc_taka@yahoo.co.jp


 

 

 
 
 
 
  
 
                   
 

広報さかもと 2020年 11月号 Ｖｏｌ－119 

①  

          

 

 

 

地元業者ならではの「信頼を大切に！」をモットーに頑張っております。 

塗装・リフォームのことならおまかせ下さい。お気軽に無料見積もり 

お申し付け下さい。 

横須賀市坂本町 6丁目 30番地 TEL 046-801-1250 

代表 秋本利晴 
携帯 080-5465-9324 

080*5465*9324 

葬儀全般 / 生花祭壇 / 家族葬ホール / 保冷安置室完備 / 洋型霊柩車 

（有）横 須 賀 博 善 社 
坂本中央プリエールホール  代 表  田 中  俊 夫 
坂本町 6-16（中央斎場入口）・ＴＥＬ８２２－２０８９・ＦＡＸ８２２－２６２５ 

http://www.yokosukahakuzensha.jp/  
  ※ 仏式・神式・キリスト教式・その他無宗教など、あらゆる宗派に対応致します 

※ 一般葬・家族葬・社葬、友人葬、火葬式、葬儀全般、親身にご奉仕致します 

 

*** 坂本地区地域運営協議会活動報告 *** 

新事業計画（企画案）の概要説明  その 2、3 

*.2.事業名： 「街」のイメージ UP事業 
坂本の街は横須賀市民が人生の最後に必ず訪れる「聖地」と言っても過言でない街です、 

この世の最後の景色に相応しい「街のイメージ」作りを目指します。亡くなられた方や 

ご遺族に敬意と弔意を表す街として横須賀市民から親しみと感謝の念を抱いて 

頂けると思います。 

        坂本商友会様とも協議の上、商友会の街路灯に光の演出ができるエンブレムの設置を 

企画検討します。 逆転の発想で「天国に一番近い街・坂本」のイメージ UP を図る！！ 
        本年度は町民の皆様からアイデアやデザインを募集し試作品の製作を試みる。 

本採用が決定されれば次年度以降予算の範囲内で整備設置を行う。 

           *小型のソーラー蓄電機能を備えて自動的に動的な光の演出がプログラマブルに出来る、 

例えば夜間は幻想的な光のぺージェントも などなど アイデアお寄席下さい 

 

3.事業名：地域の教育支援事業 
今般のコロナウィルス禍により経済状況が更に悪化する懸念が増し、そのしわ寄せが児童生徒の 

「教育格差の拡大」に繋がっています。 幸いにも坂本は市内屈指の文教地区としての環境 

があり地域社会の連携力も少なからずありますので、地域の力をもって児童生徒の教育支援を 

行うことを目的としています。 

          しかし、学校教育の補完的な活動ではなく「学びの楽しさ」を発見してもらうことに重点を置いて 

「世界を広げる英会話力」や「音楽的表現力」など、潜在的能力の発露となる機会を提供したいと 

思います。それがひいては多面的な学習意欲向上に繋がっていくものと思います。 

連町会館を利用して地域の教育ボランティアの力で総合的な学習支援活動を行うことができます。 

          本年度はこの教育支援システムの環境整備について調査研究と初期の環境整備を目指す。 

                     1.研究会の立ち上げ・・ボランティア調査・募集 

                     2.プログラムの方法研究 

                     3.支援機器・環境の整備 

          この種の教育支援活動はすでに全国各地で始められていますが行政に依存しない地域力で 

実現できれば、この地域の教育環境評価が特に子育て世代から高まり、坂本への居住需要を 

押し上げ、ひいては若い子育て世代の定着により街の活性化に繋がってまいります。 

          活動の輪は世代間の連携にも発展し将来的な展望も恒久的な 地域力の維持発展に貢献する 

ものと考えております。 

*研究会は全くの任意参加、何方でも関心の有る方は自由な雰囲気でガヤガヤやりましょう 

ご連絡（下記メール宛て）頂ければ一人からでも始めます。 

★上記の事業について協議・検討を進めてまいります、ご意見やご提案など 

 連町会館の郵便受け、又は担当までメール（csc_taka@yahoo.co.jp）お寄せください。 

国際多様性交流イベントに貢献！ 米海軍より礼状を頂きました 
 

http://www.yokosukahakuzensha.jp/

